近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
９クール日報（２月２６日～３月１日）
	報告日
天気
	２月２７日（火）
雪のち曇り時々雨
	報告者
	滋賀県社協　桒野
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	９クール：中林、山本、前川、髙寄、尾方、川端、土島、髙田、元佐、桒野

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着→移動
8:30 朝礼
9:20 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:30ボラ送り出し完了（おもに和倉、石崎地区）
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）　等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り（※仮仮置場にて解散）
	<本部以外の動き>
1 仮仮置場-ヨットハーバーでの分別
・ボランティア活動先からの廃棄物受け入れ
・前日に解体・分別作業済みの廃棄物を奈良市が回収


	
	17:40 終礼
19:00 翌日のマッチング準備（班分け、車両調整）
20:30 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ）
〇VCの状況
［V 107名、現地調査13件（一般12件、現場系1件、キャンセル0件）ニーズ対応16件（うち完了13件、継続3件）］
・ボランティアの送り出し時に、軽トラドライバーについて、バディコムの説明や免許証のコピーなどの作業に追われ、各班のオリエンテーションに合流できず若干の混乱があった。
・廃棄物が想定よりも多いなどで時間がかかる案件があったため、早く終了した班に別の班の案件に回ってもらうなどの調整を行うこととなった。1件未着手となってしまい依頼者の方へのお詫びを行った。3/1or3/3にて再度アポを取る。
・仮仮置場で作業を行っていた金沢大学ボランティアの方が、けがをされ、ガラスの破片が手のひらに刺さってしまったとのこと。その後すでに病院を受診し、石川県宛にも報告済み。
［運営上の工夫・改善等］
〇仮仮置場の体制を2名にし、作業効率を上げることができた。
〇バディコムについて
・本日より、JCのドライバー、各班リーダー、軽トラドライバー（県ボラ）に貸与し、全グループへの連絡や指示を一斉に行う試みを実施した。車両オペレーション以外にも、廃棄物について回収可否が不安な時の問い合わせや、解散場所の変更などが発生した際にも、バディコムで全体発信ができていたため、報連相が大変スムーズであった。ボランティアにとっても運営本部にとってもメリットが大きいため継続していきたい。


	今後の主な予定
	明日28日(水)の大きな動き
・現地調査＋仮仮置場での分別搬出作業のみの活動。
和倉温泉運動公園ヨットハーバー※2/28午前中完全撤収、中島地区3か所。
・ボランティアは金沢星稜大学40名となるが、全員仮仮置場の分別搬出作業をお願いする。
・現地調査→近ブロからは5名対応する。（全体は7～8班で40件目標）

	調整課題・所感等
	・ニーズ受付班（1階）への、ボランティア到着時間に関する問い合わせ増加について、基本的には、時間指定は受けない方向で、アポ取りの段階での丁寧な説明を徹底することになった。
・七尾市社協からの要望で、基本的には、県ボラから軽トラドライバーは募らない方向となった。ただし、JCのドライバー数が今後減っていくとなった場合にドライバー不足は確実に起こってくるため、すでに登録済みの軽トラボランティアの方にお手伝いいただく予定の組み方、1週間スケジュールを先に作ってしまうなどの工夫が必要。
・仮仮置場について、軽トラボラの安全走行について再度周知を行う。人と車両が行きかうため低速走行、安全運転を徹底する。

	その他
	・3/4より県ボランティアの活動時間が延長される。
これまで→10：00～15：00／今後→9：00～16：00
・2/28バディコム15台追加。
・3/2、3/3 和歌山からボランティアが20名参加予定。



